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Future University Hakodate has been working on promoting community informatization in tourism, history and
disaster prevention, using Linked Open Data (LOD) technology. We have lectures and research projects on LOD
technology. And we use LOD technology in some Project/Problem Based Learning (PBL) seminar groups those
are in cooperation with regional communities. We will report on our activities and the results such as application
programs which were developed.

1. はじめに
オープン・データ (Open Data，以下OD)のWeb公開が進

んでいる．またWebの仕組みを使って他のデータと連携する
リンクト・データ (Linked Data，以下 LD)(または RDFデー
タセット)技術の採用も進んでいる．そして，これらを合わせた
リンクト・オープン・データ (Linked Open Data，以下 LOD)

の公開も各分野で立ち上がりつつある．行政や産業，学術など
の分野では，これら LD，LODを活用する新しいサービスの
創出への取り組みが広がりつつある．
公立はこだて未来大学 (以下「本学」)では，2011年頃から

LDや LODに取り組み始めた．講義や学部・大学院での研究，
Project/Problem Based Learning (PBL)形式の演習で，LD

や LODを採用したものがある．対象分野は観光や歴史，防災
などであり，地域と連携して活動していることが特徴である．
活動を通して，一方で，データを LD 化する効果を示すこ

とができつつある．他方で，OD化，すなわち LD化と合わせ
て LOD化することの評価については，今後の課題である．

2. プロジェクト学習と高度 ICT演習
本学の PBLは，地域活性化など地域の課題解決をテーマと

して，まだ PBLという言葉がない頃から実施してきた．「シス
テム情報科学演習」(以下「プロジェクト学習」)は，学部の 3

年生全員がテーマごとにチーム (プロジェクト)に分かれて取
り組む PBL型演習である．「高度 ICT演習」は，実践的なシ
ステム開発を通した情報技術者の育成を目的とした PBL形式
の演習である．単位の出ない課外活動という位置付けであり，
学部生から大学院生まで様々な学年・コースの学生が混在する
異学年・領域横断型の PBLである．現在は，海洋系，観光系，
マーケティング系などテーマ単位のプロジェクトに分かれて活
動している [奥野 14b]．
まず本学が地域と連携して取り組む PBLがあり，そこで学

生が LDや LOD技術を提案し，その有効性が認められて採用
されることで，結果的に地域の活動に ODや LD，LODが導
入される．
大学院では学外から講師を招いて LOD の講義を行ってい

る．しかし PBLで必要となれば，学部生でも LODを使った

開発を行っている．講義を待たずに，必要な技術を自ら学ぶの
も PBLである．なお，このような事情を背景に，LODを使
用して教育コンテンツを PBL受講生に推薦するシステムの研
究も行われている [藤原 14a][大場 15]．

3. 活動内容
本学の LODにまつわる活動を，主に地域と連携するものに

ついて，概要，研究・PBLの別，コンテンツ・地域との関わ
り，成果の観点から紹介する．

3.1 はこだてMap+
iPhone アプリ「はこだて Map+」は，函館地域の着地型

観光情報コンテンツを LD および LOD 技術で活用するス
マートフォンアプリであり，高度 ICT 演習の成果である
[奥野 14a][奥野 14b]．
函館市など地域の協力のもと，地域の観光情報コンテンツ

を活用している．活用しているコンテンツは，函館市の公式観
光情報サイト「はこぶら」，「函館まちあるきマップ」，函館市
と函館商工会議所などで構成する同名の団体の公式Webサイ
ト「はこだてフィルムコミッション」，函館工業高等専門学校
の PBL演習授業において作成されたWebサイト「函館近代
化遺産ポータルサイト」である．

LODチャレンジ 2013ではアプリケーション部門に応募し，
「ヒューマンセントリック賞」を受賞した．「はこだてMap+」
は無料アプリとして公開している．

3.2 はこだてMap+ 防災機能
「はこだてMap+」の最新の機能は，防災機能である (図 1)．
普段から使う観光情報アプリに防災機能を追加することで，災
害を想定していない観光客でも災害に対応できることを目指
している．また，平常時からも利用可能な機能にすることで，
防災意識を高める狙いもある．高度 ICT演習の成果である．
設計・開発にあたっては，函館市防災担当からのレクチャー，

函館高専の津波防災研究者によるレビュー，函館市防災担当へ
のプレゼンを行った．
実証実験で，実際に避難所まで移動してみて評価している．

防災機能の入った「はこだて Map+」も無料アプリとして公
開している．
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図 1: はこだてMap+の防災機能

図 2: おさかな日和

3.3 おさかな日和
iPhoneアプリ「おさかな日和」は，北海道の魚介類の魅力

を伝えるスマートフォンアプリであり，高度 ICT演習の成果
である (図 2)．
活用しているコンテンツは，北海道水産林務部の「北海道お

魚図鑑」，北海道立総合研究機構による魚介類の画像，北海道
の後志総合振興局・日高振興局・十勝総合振興局・胆振総合振
興局・留萌振興局・檜山振興局による魚介類のレシピである．
最新のアップデートでは，ぎょれん (北海道漁業協同組合連合
会)のレシピを多数追加している．
「おさかな日和」は無料アプリとして公開している．「北海

道お魚図鑑」は，アプリの公開直後に ODとして北海道から
公開された．「おさかな日和」は，北海道のオープンデータの
最初の利活用事例として北海道のWebサイトで紹介されてい
る [北海道 15]．

図 3: 函館ゆかりの人物スポット

3.4 地域の歴史資料
地域の歴史資料を市民文化活動や観光などに活用するた

めに，デジタルアーカイブや Web で公開されている様々な
歴史コンテンツを LOD 化し連係させる研究を行っている
[奥野 14c][奥野 14d]．

LD化したのは，「デジタル資料館」の絵葉書資料，「函館市史
年表編」と「はこだて人物誌」である．「デジタル資料館」は歴
史資料の登録から公開までの業務をサポートするデジタルアー
カイブ CMSで，函館市中央図書館と本学が連携して開発・運
用している．函館市史は函館市の歴史をまとめた書籍であり，
その年表編が非公開であるが電子化 (PDF)されている．はこ
だて人物誌は，函館市文化・スポーツ財団の月刊広報誌「ス
テップアップ」に連載中の「函館ゆかりの人物伝」をWeb公
開しているものである．
これらを統合利用するWebアプリケーションとして，「エピ

ソードでつながる函館歴史写真」と「函館ゆかりの人物スポッ
ト」を構築し．それぞれ評価した．今後は，両者を統合した観
光スマートフォン・アプリを目指す．
3.4.1 エピソードでつながる函館歴史写真
「エピソードでつながる函館歴史写真」は，函館の歴史にあ
まり興味を持たない函館市民に，より多くの写真を見てもら
うシステムである．歴史的関連性をたどって写真を閲覧できる
[高橋 14]．「デジタル資料館」の絵葉書資料と「函館市史年表
編」を LD化して活用している．評価実験の結果は，函館の歴
史にある程度の興味があれば，年表のできごとを媒介して関連
する写真への興味を持たせられる可能性を示している．すなわ
ち，絵葉書データセットと年表データセットの LD化には効果
がある．本システムは，LODチャレンジ 2012のアイデア部
門で最優秀賞を受賞した．
3.4.2 函館ゆかりの人物スポット
「函館ゆかりの人物スポット」は観光を促し満足度の向上を目
指すシステムである．はこだて人物誌と，函館市の公式観光情
報とを組み合わせて活用している．このシステムは，観光地で
スマートフォンより利用されることを想定している．現在地周
辺の観光スポットに縁のある歴史上の人物と，関連する歴史的
エピソードを表示し，さらに，そこから関連する別の観光スポッ
トを辿ることができる (図 3)．評価実験により，人物誌を媒介
して，観光スポットへの興味が深まることを示した．すなわち，
はこだて人物誌の LD化には効果がある [山田 14][山田 15]．
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図 4: Excelによる避難所情報 LOD作成・発信支援システム

3.4.3 固有表現抽出による地域史資料の LOD化支援
既存のテキスト・コンテンツから，自然言語処理の固有表

現抽出によってリソースとリテラルを抽出し，またプロパ
ティを推薦することで，LD 化を支援する研究を行っている
[似内 14a][似内 14b][似内 15]．適用対象は，地域史資料など，
歴史・文化財コンテンツである．北海道文化財資源データベー
スを教師データとして実験を行い，年代や時代，戦争名などを
高い精度で抽出できることが確認できた．今後は，歴史・文化
財のWebコンテンツを作成・公開する際に，インタラクティ
ブに LD化を支援するような仕組みを構築する．

3.5 イベント推薦
ライフログをもとに書店内外で開催されるイベントを推薦

することで，書店の来店客とイベント主催者や店員とのコミュ
ニティを形成し，来店客の満足度と書店への来店客数を増やす
ことを目的としたアプリである．高度 ICT演習で企画された
[藤原 14b]．
函館蔦屋書店を対象とし，店内でのフィールドワークや経営

スタッフによるレビューなどを経てプロトタイプを開発した．
イベントの推薦に，DBpedia Japanese を活用する予定であ
る．2014年度に企画され，2015年度に開発する予定である．

3.6 防災・災害情報発信支援
自治体職員が防災・災害情報を二次利用可能な形で簡単に発信

できるシステムの研究を行っている [前田 15][前田 14]．Excel

による避難所情報 LOD 作成・発信支援システム (図 4) と，
Twitterによる災害情報 LOD発信システムを構築している．
森町職員の協力のもと，システムを設計している．また，森

町職員による評価も行った．評価で作成した避難所情報 LOD

は，その翌日に，実際に森町から公開された [森町 14]．本シ
ステムを利用して作成した避難所情報 LODの有効性を，「はこ
だて Map+」を用いて実際に避難を行う実証実験により評価
した．Twitterクライアントについても，森町職員の協力で情
報発信の評価を行った．

3.7 ウィキ町史
ウィキペディア・タウンの成果として町史を LOD化して公

開する，森町のボランティア団体「北海道オープンデータワー
クショップ森町ローカル (HOWML)」のプロジェクトである
[山形 15]．ウィキペディア・タウンに本学の学生が参加し，町
史 LODのビューアを開発した (図 5)．住民参加の活動を起点
に，行政や他の自治体へ活動がつながるとともに，町史 LOD

もつながっていくことを狙っている．
ウィキ町史など，関連する LODが LinkData.orgで公開さ

れている．ウィキ町史は，LODチャレンジ 2014のアイデア部

図 5: ウィキ町史ビューア

門で最優秀賞を受賞した．ウィキ町史ビューアは，LODチャ
レンジの他の応募作品と連係することで，オープンな LD す
なわち LODの効果を示している [山口 15]．

4. LODチャレンジ
LODチャレンジに応募することは，本学の LOD活動の目

標となっている．LODチャレンジ 2011以来，毎回，本学の
学生が応募して，何らかの賞を受賞している．2012年 12月に
は「第 8回 LODチャレンジデー inはこだて」を本学で開催
した．このイベントでは，自治体や地域の技術者に本学の取り
組みについて発表し，地域活性化への効果を訴えた．

5. まとめ
本学の LODにまつわる活動を，主に地域と連携するものに

ついて，概要，研究・PBLなど活動の形態，コンテンツ・地
域との関わり，成果の観点から報告した．活動を通して，デー
タを LD化する効果を示してきたが，一方で，OD化の評価に
ついては今後の課題である．地域との連携は本学の活動の基盤
であり，その上に LOD 研究・演習が成り立っている．また，
LODチャレンジといったハッカソンやコンテストが，学生の
動機付けや発表の場として役立っていることを示した．
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